
へ
題

（4）昭和44年10月15日とさかな第159号（男奎超箋＆錫鑛1）

し

つ
け
・
根
本
・
合
掌

斉

　
八
間
形
成
は
幼
児
時
代
の
家
庭
教

育
に
あ
る
と
い
い
な
が
ら
、
家
庭
教

育
と
し
つ
け
の
折
り
目
、
す
じ
め
が

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
な
い
。
都
会
あ
た

り
で
は
、
幼
稚
園
当
時
か
ら
、
名
門

校
を
目
ざ
し
て
一
に
も
勉
強
、
二
に

も
勉
強
と
ラ
イ
バ
ル
意
織
を
か
り
た

て
る
．
私
共
の
周
辺
に
も
こ
れ
に
似

た
風
潮
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
が
愛
児
の
人
間
形
成
の
す
べ

て
で
あ
り
、
家
庭
教
育
の
正
念
場
だ

と
思
い
込
ん
で
い
る
。
な
る
ほ
ど
児

童
心
理
学
や
教
育
学
の
助
け
を
か
り

て
．
教
育
の
原
理
や
一
般
的
な
も
の

を
求
め
て
い
る
の
は
よ
い
。
と
い
っ

て
も
こ
れ
ら
は
全
部
ヨ
コ
の
関
係
で

「
わ
が
子
へ
の
し
つ
け
」
と
い
う
主

体
性
な
タ
テ
の
関
保
で
は
な
い
。

　
と
も
す
る
と
両
親
た
ち
は
、
こ
ど

も
へ
の
し
つ
け
を
ど
う
す
る
か
．
自

分
の
姿
勢
が
き
ま
ら
な
い
さ
き
に
学

者
の
話
し
と
か
育
児
の
本
を
読
ん
で

方
法
論
を
見
つ
け
よ
う
と
躍
気
に
な

る
。
勢
い
う
ち
の
こ
ど
も
は
、
標
懲

よ
り
智
能
指
数
が
よ
い
と
か
悪
い
と

か
、
と
枝
葉
末
節
な
こ
と
に
気
を
も

む
．
こ
れ
で
は
小
股
す
く
い
の
き
ん

ち
ゃ
く
切
り
の
人
聞
し
か
で
き
ぬ
。

　
私
共
は
一
口
に
「
生
活
」
と
い
っ

て
い
る
が
、
生
と
活
と
は
ソ
ロ
バ
ン

の
位
ど
り
が
ち
が
う
．
生
と
は
私
自

藤
　
大
　
馨

身
の
正
体
と
は
何
か
。
私
自
身
は
ど

こ
か
ら
生
ま
れ
て
、
ど
こ
へ
ゆ
く
の

か
私
自
身
は
、
こ
の
世
の
中
を
ど
う

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
、

の
自
己
へ
の
問
い
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
活
と
は
．
私
の
生

き
る
手
段
の
一
切
を
さ
し
て
い
る
。

職
業
、
技
能
な
ど
は
そ
の
最
た
る
も

の
だ
ろ
う
。
わ
が
子
の
生
き
る
手
段

ば
か
り
に
あ
た
ま
を
つ
か
っ
て
い
る

の
が
、
家
庭
教
育
の
実
態
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
し
つ
け
と
は
人
間
教
育
そ
れ
自
体

で
あ
く
ま
で
タ
テ
の
線
を
意
味
し
ヨ

コ
に
す
べ
っ
た
功
利
的
な
手
段
で
は

な
い
．
と
い
っ
て
も
、
し
つ
け
を
そ

ん
な
に
む
づ
か
し
く
考
え
る
必
要
は

な
か
ろ
う
．
真
実
は
平
凡
な
も
の
で

案
外
理
論
武
装
を
か
な
ぐ
り
捨
て
た

と
こ
ろ
に
あ
る
．

　
金
田
一
京
助
博
土
の
「
辞
海
」
に

よ
る
と
、
し
つ
け
と
は
「
し
た
て
る

こ
と
し
た
て
糸
。
な
ら
す
こ
と
。
礼

儀
作
法
を
教
え
な
ら
す
こ
と
」
と
あ

る
。
日
常
生
活
に
無
理
の
な
い
折
り

目
す
じ
目
を
立
て
、
人
柄
を
優
美
に

す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

　
し
つ
け
の
根
本
は
「
人
身
受
け
が

た
し
、
今
す
で
に
受
く
」
の
合
撃
の

心
に
あ
る
。
地
球
上
に
い
く
百
万
い

く
千
万
種
の
生
き
も
の
が
あ
る
の
に

ど
う
し
て
私
は
人
間
に
生
ま
れ
て
現

に
こ
こ
に
あ
る
の
か
。
考
え
れ
ば
考

え
る
ほ
ど
ふ
し
ぎ
で
あ
る
。

　
父
母
恩
重
経
に
よ
る
と
「
人
の
世

に
生
ま
る
る
は
宿
業
を
因
と
し
、
父

母
を
縁
と
せ
り
。
父
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ

生
ぜ
す
母
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
育
せ
す
。

こ
こ
を
も
つ
て
父
の
タ
ネ
を
受
け
て

形
を
母
の
胎
に
托
す
。
こ
の
因
縁
を

も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
悲
母
の
子
を
思

う
こ
と
世
関
に
た
ぐ
い
な
あ
る
こ
と

な
し
。
そ
の
恩
未
来
に
お
よ
べ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醜

中

里
村
文
化
祭

今
年
は
芸
能
祭
を
開
催

　
毎
年
十
一
月
三
日
文
化
の
日
は
、

美
術
展
、
生
花
展
、
写
真
展
、
俳
句

短
歌
展
な
ど
を
拘
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
は
趣
こ
う
を
変
え
、
村

内
の
文
化
団
体
に
よ
る
芸
能
大
会
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
も
多

数
お
い
で
下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
．

　
な
お
　
　
　
は
は
ヤ
　
　
ぬ
　
　

認
鑑
区
の
講
ク
多
・
エ
レ

キ
パ
ン
ド
演
奏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

田
沢
小
学
校
の
器
楽
演
奏
、
花
藤
会

の
お
ど
り
、
田
沢
中
学
校
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
演
奏
、
青
年
学
級
合
唱
コ
と

ス
の
コ
ー
ラ
ス
な
ど
で
す
．

と
あ
る
。

　
父
母
を
縁
と
す
る
の
は
、
い
ま
だ

生
ま
れ
な
い
私
の
い
の
ち
へ
の
間
い

か
け
で
あ
る
。
父
母
の
縁
が
あ
れ
ぱ

こ
そ
、
私
は
受
け
が
た
い
人
身
を
受

け
た
の
だ
。
立
場
を
か
え
る
と
愛
児

の
翁
与
え
が
あ
れ
ぱ
こ
そ
、
夫
が
父

と
な
り
妻
が
母
に
な
る
。
た
が
い
に

構
え
る
の
で
は
な
く
．
相
手
に
よ
っ

て
成
ら
さ
れ
た
座
は
自
然
で
あ
る
。

　
こ
の
自
然
法
爾
の
親
子
の
情
愛
が

し
つ
け
の
基
礎
に
な
る
。
た
し
か
に

愛
児
は
自
分
の
子
ど
も
に
間
違
い
は

な
い
が
、
同
時
に
血
を
超
え
た
神
仏

の
子
ど
も
で
も
あ
る
。
幼
い
と
き
か

ら
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
教
え
た
い

神
仏
に
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
や

脱

が
て
自
分
自
身
を
合
掌
す
る
こ
と
に

な
る
．

　
わ
か
っ
て
も
わ
か
ら
な
く
て
も
朝

タ
、
神
仏
に
合
掌
さ
せ
よ
う
。
こ
う

い
う
敬
慶
感
情
は
た
く
ま
す
し
て
人

間
性
を
ゆ
た
か
に
す
る
。
今
こ
の
次

点
で
情
緒
豊
か
な
人
間
教
肯
を
な
さ

な
か
っ
た
な
ら
千
載
に
悔
を
残
す
こ

と
に
な
る
。
大
い
に
心
せ
ね
ぱ
な
ら

ぬ
と
思
う
。

韓
羅
灘

◎
産
由
円

い
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
農
耕
用

諸
設
備
、
自
勘
車
に
併
わ
せ
、
電

化
制
品
の
導
入
で
家
計
は
枚
挙
の

い
と
ま
が
な
い
．
消
費
生
活
の
都

市
化
に
よ
っ
て
優
先
さ
れ
る
の
が

現
金
収
入
の
途
で
あ
る
。

　
十
日
町
織
物
の
南
部
地
区
の
拠

　
子
の
名
　
　
父
の
名
　
　
部
落
名

山
田
　
勝
幸
　
勝
　
義
　
　
程
　
島

山
田
智
恵
子

川
田
雅
子

堀
口
雅
典

一
斉
藤
隆
．
司

一
小
糞
悦
子

一
◎
昇
天

一
鈴
鷲
ク

羅
野

㎝
山
本
窒

一
山
田
今
朝
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
当
部
落
は
、
南
北
に
横
た
え
る

信
濃
川
河
床
を
底
辺
に
し
た
．
三

角
形
状
に
三
つ
の
段
丘
を
形
成
し

て
い
る
。
第
一
段
丘
は
集
落
を
、

第
二
、
第
三
段
丘
は
蛭
坂
開
田
地

帯
、
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区

で
大
別
で
き
る
。
昔
よ
り
開
墾
事

業
に
対
す
る
熱
意
は
旺
盛
で
、
経

営
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
部
落
全

体
が
団
結
し
て
対
処
し
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
時
高
度
経

済
成
長
下
で
、
農
業
に
依
存
す
る

収
入
源
は
米
オ
ン
リ
ー
化
し
、
余

剰
労
力
の
現
金
化
に
直
行
す
る
結

果
、
二
兼
業
農
家
の
増
加
を
余
儀

な
く
し
て
い
る
。

　
農
家
戸
数
二
十
四
戸
、
平
均
耕

地
面
積
八
反
で
は
消
費
経
済
に
追
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芋
沢
部

点
と
し
て
、
著
し
い
発
展
を
遂
げ

る
保
熊
工
場
を
甲
心
と
し
た
、
織

物
産
業
が
部
落
内
を
風
靡
し
て
い

る
。
部
落
総
戸
数
三
十
七
戸
が
、

何
ら
か
の
形
態
で
織
物
に
従
景

し
、
あ
る
い
は
共
存
体
系
を
保
持

し
て
い
る
。
今
や
集
落
の
輿
亡
ほ

　
　
中
里
文
婆

　
　
　
1
ー
士
月
投
句
－

　
　
　
　
　
　
小
山
大
泉
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
　

篠
後
の
プ
ル
叢
屡
せ
ん

花織
物
産
業
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

と
し
て
も
過
言
で
は
な
い
．

　
農
家
の
嫁
キ
キ
ン
が
叫
ば
れ
る

折
、
機
の
織
れ
る
嫁
が
歓
迎
さ
れ

る
当
地
で
は
、
そ
の
風
潮
は
全
く

な
い
。

　
　
一
方
部
落
の
自
治
組
織
は
、
最

　
⑮

　
　
　
落

高
機
関
を
総
会
に
置
き
、
区
長
、

委
員
会
、
隣
組
を
中
心
と
し
て
、

必
要
の
つ
ど
特
別
委
員
会
を
設
け

極
め
て
艮
主
的
に
諸
亭
業
の
完
遂

に
当
っ
て
い
る
。

　
執
行
機
関
の
改
選
は
十
二
月
に

行
な
わ
れ
、
事
桑
計
圃
も
一
月
ス

露
を
踏
む
農
の
足
も
て
心
足
る

星
数
へ
数
へ
狂
者
に
夜
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
江

心
の
傷
癒
さ
む
稲
架
へ
影
あ
づ
け

し
ぐ
れ
優
し
空
瓶
野
放
図
に
積
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
の
態

刈
り
田
原
鳥
お
も
た
く
雨
に
居
て

新
籾
の
温
ケ
に
蝿
の
去
り
か
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

稲
箪
押
す
夫
の
汗
光
り
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

雀
よ
け
テ
ー
プ
風
よ
び
う
ね
り
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

誘
は
れ
た
友
に
は
ぐ
れ
し
茸
狩
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

熟
れ
柿
の
落
ち
る
が
ま
x
に
廃
堤
の

庭
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

刈
り
絡
え
て
去
隼
の
記
録
に
照
し
み

る
　
　
選
謬

暮
れ
の
こ
る
芒
野
巡
去
は
美
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

タ
ー
ト
の
十
二
月
ゴ
ー
ル
で
遣
行
　
㎜

さ
れ
、
導
入
さ
れ
る
富
桑
の
消
化
　
．

は
ス
ム
ー
ズ
で
、
受
入
体
制
は
万

全
で
あ
る
．

　
将
来
の
展
望
は
、
織
物
産
業
の

定
着
化
と
発
展
に
併
わ
せ
、
清
津

川
右
岸
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
の

開
田
に
よ
っ
て
増
反
さ
れ
る
、
一

部
の
農
家
の
専
渠
化
の
冑
成
に
求

め
ら
れ
る
．

　
中
里
村
の
中
で
位
置
づ
け
る
な

ら
ぱ
、
漕
琶
川
、
釜
川
水
系
の
上

流
に
眠
れ
る
大
自
然
を
換
起
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
表
玄
関
口
と
し
簡

て
の
受
入
体
制
の
確
立
を
、
重
要
　
”

な
役
割
乙
し
て
自
覚
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
．
　
　
　
（
G
O
生
）
　
o
。
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昭和44年10月15日

　　私たちの村

とさカ、（、）第159号／雛畿翻鶉）な

7，924人口

3，915男

4，009女

1，710世帯数

10月　1　日現在

新潟県中魚沼郡

中里村公民舘

第
三
回
定
例
村
議
会

　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
・
固
定
資
産
評
価
委
員
選
任

　
　
　
　
　
　
翰
般
会
計
・
補
正
予
算
二
千
五
百
万
円

　
第
三
回
定
例
村
臓
会
は
、
去
る
九

月
二
十
九
日
午
前
九
時
よ
り
招
集
さ

れ
、
会
期
噸
日
の
日
程
で
教
育
委
昌

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、

請
願
、
常
任
委
員
会
付
託
亭
件
の
審

査
報
告
な
ど
を
慎
重
に
審
議
し
、
午

後
五
時
半
過
ぎ
散
会
し
た
。

　
付
議
さ
れ
た
主
な
事
件
は
次
の
と

お
り
。

◇
人
事
関
係

・
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
は
、
九
月
三
十
日
付
で
任
期
満

了
と
な
る
委
員
に
と
も
な
う
人
事
で

樋
口
与
三
郎
氏
が
退
任
し
、
十
月
一

ピ
　
で
　
ロ
　
　
　
　
ホ
　
レ
が
　

霧
雛
鯵
耀
灘

9月29日におこなわれた

　　　　　　村議会のようす

に
つ
い
て
村
議
会
の
同
意
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
も
の
。

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
も
、
九
月
三
十

日
付
で
任
期
満
了
と
な
る
委
員
に
と

も
な
う
人
事
で
、
中
島
孟
氏
（
堀
之

内
）
が
再
任
さ
れ
た
．

◇
予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は

第
五
回
目
の
追
加
で
、
総
額
二
千
五

百
三
十
一
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
る

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
な
お
、

今
回
の
追
加
で
中
里
村
一
般
会
計
予

算
の
総
額
は
、
三
億
一
千
十
二
万
二

千
円
と
な
っ
た
。

◎
才
入
の
部
　
▽
村
税
二
百
七
十
九

教育委員長に

関根隆光氏

て
い
る
．

中
里
村
教
育
委

員
会
で
は
、
去
る

＋
月
＋
一
日
、
役

場
第
二
委
員
会
室

に
お
い
て
会
議
を

開
き
、
委
員
の
互

選
に
よ
り
、
教
育

委
員
長
に
関
根
隆

光
氏
を
き
め
た
。

な
お
委
員
長
の
任

期
は
一
年
と
な
っ

万
九
手
円
▽
地
方
交
付
税
千
四
百
九

十
万
七
午
円
▽
国
県
支
出
金
三
百
八

十
九
万
二
手
円
▽
村
債
百
七
十
万
円

◎
才
出
の
部
▽
総
務
費
三
百
九
十

五
万
五
千
円
（
自
動
車
車
庫
等
建
設

工
事
費
三
百
八
十
三
万
円
ほ
か
）
▽

民
生
費
五
十
六
万
三
千
円
（
老
人
家

庭
奉
仕
員
設
置
費
ほ
か
）
▽
衛
生
費

一
万
二
千
円
▽
農
林
水
産
業
費
百
二

十
九
万
四
千
円
（
農
業
樽
造
改
善
費

六
十
二
万
五
千
円
ほ
か
）
▽
商
工
費

二
万
二
手
円
（
観
光
費
）
▽
土
木
費

二
百
六
十
四
万
八
千
円
（
道
路
維
持

費
百
三
＋
八
万
五
千
円
、
道
路
新
殼

改
良
費
九
十
三
万
円
ほ
か
）
▽
消
防

費
八
十
一
万
四
千
円
（
消
防
施
設
費

七
十
一
万
七
手
円
ほ
か
）
▽
教
育
費

四
百
十
万
四
千
円
（
小
学
校
管
理
費

百
二
十
八
万
円
、
中
学
校
管
理
費
二

十
九
万
一
千
円
、
ス
キ
ー
場
建
設
費

二
百
四
十
二
万
八
手
円
ほ
か
）
▽
災

害
復
旧
費
六
百
三
十
九
万
四
千
円

（
農
業
施
設
災
害
復
旧
費
四
百
四
万

一
千
円
、
道
路
橋
架
災
害
復
旧
費
百

六
十
八
万
五
手
円
ほ
か
）
▽
予
備
費

五
百
五
十
万
八
千
円

◎
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は

国
保
会
計
が
第
一
回
目
の
追
加
で
、

　就
教任
墓の
畏ご
関あ
　い
根さ

　つ隆

　
　
る
　
　
ヨ
ナ
　
ヤ
は
　
　
　
に

一
繁
額
難
簑

議
に
お
い
て
選
挙
に
よ
り
、
不
肖
私

が
委
員
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
経
験

も
少
な
い
私
に
と
り
ま
し
て
、
も
と

よ
り
浅
学
菲
才
の
身
で
あ
り
、
手
腕

力
量
経
験
共
に
豊
か
で
あ
り
ま
し

た
、
樋
口
前
委
員
長
の
後
任
と
し
て

そ
の
職
責
の
重
大
性
を
痛
感
す
る
次

φ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光

　
戦
後
二
十
有
余
年
、
六
・
三
制
の

．
教
育
制
度
に
も
検
討
が
加
え
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
昨
今
、
教
育
界
に
お

い
て
も
多
種
多
用
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
は
、
皆
様
に
は
先
刻
ご
承

知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
か
か
る
時
、
さ
ら
に
村
教
育
進
展

の
た
め
、
現
在
の
制
度
下
に
⑯
い
て

制
約
さ
れ
な
が
ら
も
、
村
民
の
教
育

に
関
す
る
奉
仕
者
と
し
て
の
自
覚
の

も
と
に
、
委
員
合
議
の
上
、
最
大
限

の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
先
輩
の
方
々
の
御

指
導
及
び
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
ね
が
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
．

五
十
二
万
七
手
円
．
簡
易
水
道
会
計

は
第
二
回
目
の
追
加
で
、
五
†
四
万

八
千
円
と
な
っ
て
い
る
．

◇
請
願
、
報
告

・
請
願
者
　
上
山
、
如
来
寺
㍉
田
沢

芋
沢
、
東
田
沢
、
豊
里
、
市
之
越
、

高
道
山
、
朴
木
沢
代
表
．

〈
要
旨
V
県
営
清
津
川
総
合
開
拓
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
伴
な
い
、
村
道
上

山
5
市
之
越
線
、
朴
木
沢
5
而
之
越

線
、
如
来
寺
～
豊
里
線
、
田
沢
5
東

田
沢
線
、
芋
沢
～
東
田
沢
線
の
全
面

改
良
実
施
に
つ
い
て
、
地
元
負
担
金

の
助
成
方
請
願
に
つ
い
て
、
採
択

・
常
任
委
員
会
審
査
報
告

▽
村
道
田
中
、
山
崎
線
の
中
、
駅
通

り
よ
り
山
崎
十
字
路
ま
で
の
聞
、
延

長
約
百
五
十
桝
の
道
路
の
路
肩
整
傭

に
よ
り
、
幅
員
の
拡
幅
す
る
件
、
審

査
の
結
果
、
採
択

▽
低
温
農
業
倉
庫
、
稚
蚕
共
同
飼
育

所
建
設
費
、
村
費
助
成
請
願
、
審
査

の
結
果
、
採
択

即
時
通
話
に

　
　
　
安
塚
、
松
代
、
松
ノ
山

　
　
　
へ
の
市
外
通
話
が

　
来
る
十
一
月
三
十
日
午
後
零
時
か

ら
、
次
の
各
局
へ
の
市
外
通
話
は

「
即
時
」
で
か
け
ら
れ
ま
す
．
安
塚

浦
川
原
、
松
代
、
松
の
山
、
菖
蒲
、

菱
里
、
大
島
、
へ
の
通
話
申
し
込
み

は
、
局
へ
「
即
時
一
と
申
し
込
ん
で

下
さ
い
．
す
ぐ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
．

料
金
は
三
分
ま
で
十
五
円
、
三
分
を

こ
え
る
と
一
分
ご
と
に
五
円
で
す
．
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万
年
橋
を
永
久
橋
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
春
完
成
予
定

　
地
元
民
は
も
と
よ
り
、
マ
イ
カ
ー
一
い
て
競
走
入
札
が
葡
こ
な
わ
れ
、
株

族
・
ハ
イ
空
パ
ス
で
く
る
村
外
蓼
社
三
高
土
木
が
落
札
し
・
今
年

の
人
達
か
ら
の
強
い
峯
で
あ
登
は
＋
二
月
＋
四
日
蓬
・
六
莫

「
万
鉦
構
を
永
久
橋
に
」
と
い
ろ
の

が
、
よ
う
や
く
か
な
え
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
去
る
八
月
七
臼
、
役
場
議
場
に
お

十
七
万
円
で
橋
台
乏
、
取
付
道
路
が
作

ら
れ
る
こ
と
＼
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
橋
の
長
さ
は
四
十
麿
で
、
幅

員
は
今
の
橋
（
二
・
五
〇
崩
）
よ
り

一
・
五
〇
麟
も
広
い
四
層
で
、
位
置

は
現
在
位
置
よ
り
八
層
下
流
に
取
り

付
け
ら
れ
、
取
付
道
路
左
右
延
長
は

右
岸
七
十
六
・
七
膀
、
左
岸
四
十
初

一と
な
っ
て
お
り
、
来
春
に
は
渡
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
、
完
成
が
ま
ち
の
ぞ

ま
れ
て
い
る
。
【
写
翼
は
、
歩
く
こ

と
も
あ
や
ぶ
ま
れ
る
程
老
朽
化
し
た

万
年
橋
、
で
も
も
う
す
ぐ
だ
、
生

ま
れ
か
わ
る
万
年
橋
が
み
ら
れ
る

の
も
】

五
の
日
は
税
の
相
談
日

　
現
在
わ
が
国
の
税
金
は
、
自
分
で
㎝
が
税
金
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
分
の
所
得
と
税
金
を
計
算
し
て
申
一
親
か
ら
家
を
造
っ
て
も
ら
っ
た
が
贈

告
す
る
害
魏
製
を
建
前
と
し
蒲
は
い
く
ら
か
か
る
だ
ろ
う
か
な

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
税
金
の
こ
と
ど
、
い
ろ
い
ろ
疑
聞
や
質
問
を
持
っ

に
つ
い
。
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
よ
く
知
｝
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

っ
て
お
く
髪
が
繋
患
い
ま
す
一
の
よ
う
頼
金
に
つ
い
て
の
誕
や

と
肇
土
簑
箋
っ
翫
間
に
答
え
・
ま
た
墾
の
方
に

有
利
な
こ
歯
、
を
積
極
的
に
知
ら
せ
る

た
め
に
、
全
国
ど
こ
の
．
税
務
署
で
も
、

毎
月
「
五
の
日
」
を
税
の
相
談
．
口
と

定
め
て
い
ま
す
。
以
下
五
の
日
の
相

談
日
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
、
税
の
相
談
日
は
毎
月
五
の
日
、

つ
ま
り
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日
・

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
が
日
曜
臼
や
・

祝
日
に
あ
た
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
・

11月1日～10日

納税者の声を聞く旬間

＋
日
町
税
務
署

で
は
、
＋
一
月
一

日
か
ら
＋
日
ま
で

の
＋
日
間
を
「
納

税
者
の
声
を
聞
く

旬
間
」
と
し
て

「
納
科
者
の
声
を

聞
く
会
、
税
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、
署
内

見
学
、
税
務
相

談
、
通
信
相
談
、

灘i総議灘，轍縛璽繊，て編鱒叢1
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繋
覇
聾

　
譲
、

署
．
長
の
納
税
者
訪
間
」
等
の
諸
行
事

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
旬
間
行
事
は
、
全
国
的
に
行

な
わ
れ
る
も
の
で
、
納
税
者
か
ら
意

見
や
、
要
望
を
求
め
納
税
者
と
の
、

意
志
の
そ
通
を
図
り
「
近
づ
き
や
す

い
税
務
署
」
の
｝
層
の
推
進
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
．

　
税
務
署
で
は
、
こ
の
機
会
に
多
数

の
納
税
者
か
ら
の
意
見
や
要
望
、
相

談
等
が
よ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

と
な
り
ま
す
。

　
税
の
相
談
日
に
は
、
自
分
の
住
所

地
の
税
務
署
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ
の

．
税
務
署
へ
行
．
て
も
相
談
で
き
ま
す

　
ま
た
自
分
の
住
所
や
名
前
を
言
わ

一
す
に
匿
名
で
も
自
由
に
相
談
で
き
ま

す
。
だ
か
ら
税
務
署
で
相
談
を
す
る

た．

税
金
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
よ
う
な
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
相
談
は
い
『
さ
い
無
料
で
あ
り

ま
す
。

職．，

秋
の

運
動
会

村
内
各
小
中
学
校
で

　
秋
も
な
か
ぱ
、
天
高
く
澄
み
わ
た

っ
た
空
の
下
で
、
先
生
、
生
徒
が
一

生
け
ん
め
い
思
考
を
こ
ら
し
て
作
ら

れ
た
ア
イ
デ
ア
競
技
が
、
グ
ラ
ン
ド

い
っ
ぱ
い
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
道

行
く
人
の
足
を
と
め
、
お
も
わ
す
ほ

ほ
え
む
姿
も
見
う
け
ら
れ
た
。

　
伸
々
と
飛
び
ま
わ
る
姿
は
、
若
あ

ゆ
を
感
じ
さ
せ
、
機
敏
な
動
作
に
は

清
潔
感
を
あ
ふ
れ
さ
せ
、
学
校
運
動

会
な
ら
で
は
の
も
の
で
し
た
。

負
写
真
は
、
去
る
七
日
に
お
こ
な
わ

れ
た
、
田
沢
中
学
校
の
運
動
会
と
二

十
九
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
田
沢
小
．

学
校
の
運
動
会
の
｝
コ
マ
】

自
動
車
税
第
二
期
分
の
納
期
限
…
・

ナ
　
ニ
モ
　
　

．
羅
、

◎
納
期
限
（
十
月
三
十
一
日
）
ま
で

に
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
等
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
集
金
徴
収
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
県
　
税

　
　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

　
み
な
さ
ま
の
県
税
に
対
す
る
日
頃

の
ご
協
力
を
深
く
感
謝
田
し
あ
げ
ま

す
。

　
　
お
し
ら
せ

◎
．
新
潟
県
犬
取
締
条
例
の
改
正
に
と

も
な
い
、
犬
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方

は
届
出
を
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん

届
出
用
紙
は
、
中
里
村
役
場
社
会
厚

生
課
に
そ
な
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◎
来
る
十
月
二
十
日
、
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
、
十
臼
町
商
工
会

議
所
に
於
い
て
、
社
会
保
険
街
頭
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

、
雛欝

　　膿

麗

不
用
犬
の
買
い
上
げ

毎
月

「
第
三
木
曜
日
」

中
里
寸ホ

公
民
官舎

前

で
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体
育
の
日
に

　
　
　
青
年
会
で
排
球
大
会

　
　
　
　
芋
沢
チ
ー
ム
、
二
年
連
続
優
勝

　
去
る
十
月
十
日
、
田
沢
中
学
校
体

催
の
も
と
に
、
六
チ
ー
ム
七
十
余
名

の
選
手
が
参
加
し
て
排
球
大
会
が
行

な
わ
れ
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
村
内
各
地
区
の
青

年
が
一
堂
に
会
し
て
、
相
互
の
親
睦

を
よ
り
一
層
深
め
、
忙
し
い
あ
い
間

を
ぬ
っ
て
排
球
の
練
習
を
し
て
き
た

成
果
を
競
い
あ
う
と
共
に
、
認
め
あ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
ロ

　
　
　
は
ヤ
　
　
さ
を
な
じ
さ
せ
る

ヨ
だ
っ
た
が
ヤ
　
さ
あ
ふ
れ
る
　
ヰ

莚
お
い
て
重
葦
鍵

余
名
の
熱
気
、
さ
し
も
の
広
い
体
育

舘
も
狭
し
と
ぱ
か
り
距
び
ま
わ
り
、

ど
の
チ
ー
ム
の
ど
の
顔
も
、
白
球
と

ニ
ラ
メ
ッ
コ
！
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
出
し
き
っ
て
の
奮
戦
。
体
育
の
日

に
ふ
さ
わ
し
い
一
日
だ
っ
た
。

　
な
お
一
位
か
ら
三
位
ま
で
の
各
チ

ー
ム
は
次
の
と
お
り
。

一
位
芋
沢
チ
ー
ム
（
代
表
者
、
大

　
　
　
島
康
太
郎
－

二
位
．
貝
野
チ
ー
ム
ハ
吉
楽
美
一
）

三
位
、
倉
俣
チ
ー
ム
（
南
雲
清
信
）

　
　
て
コ
ン
ク
ヨ

集
ル
の
目
的

募
①
情
年
の
皆
さ

　
　
ん
が
何
を
感
じ

ル　
　
何
を
考
え
て
い

一　
　
る
か
を
一
般
の

ク
人
々
に
強
く
訴

ソ
え
る
こ
と
・

コ
②
自
分
の
意
見

県
を
へ
々
に
は
っ

潟
き
り
伝
え
る
技

新
術
を
み
が
く
こ

　
　
と
。

間
い
ま
せ
ん
。

三
、
応
募
方
法

　
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
は
次

の
五
つ
で
す
。

（
A
）
日
本
人
と
し
て
思
う
こ
と

（
B
）
こ
ん
な
仕
箏
に
一
生
を
捧
げ

　
　
　
た
い

（
C
）
わ
た
し
の
青
春

へ
D
）
わ
が
友

（
．
E
）
私
の
訴
え
た
い
こ
と

　
出
場
希
望
の
万
は
こ
の
う
ち
一
題

を
愚
ん
で
、
五
分
以
内
で
発
表
を
終

る
よ
う
意
見
を
ま
と
め
た
原
稿
（
四

百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
程
．
度
）
を
十

一
月
十
日
ま
で
に
郵
便
番
号
九
五
〇

番
、
新
潟
甫
弁
．
天
聞
一
の
四
十
四
N

H
K
新
潟
放
送
局
【
青
年
の
主
張
」

饗

第16回　NH：K青年の主張

　全国コンクール

一
一
、
参
加
資
格

　
昭
和
十
九
年
一
月
十
六
臼
か
ら
昭

却
二
＋
九
狂
四
月
一
目
ま
で
に
律
ま

れ
た
方
で
、
性
別
、
単
歴
、
職
業
は

つ
　
　
へ
　
っ
て
　
さ
い
ゆ

…
応
募
は
天
一
獲
限
り
ま
す
・

　
選
ん
だ
課
題
は
コ
ン
ク
ー
ル
途
中

・
で
変
、
更
す
る
こ
と
は
、
出
来
ま
せ

．
ん
。
例
え
は
県
大
会
で
（
A
）
の
課

題
で
主
張
し
代
表
に
な
っ
た
方
は
、

地
万
大
会
や
全
国
大
会
で
（
B
）
5

　
（
E
》
の
課
題
に
変
．
更
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。

ハ
．
欝
韻
、
，

＜優勝杯を我らの手にと熱戦の一コマ＞

四
、
そ
の
他

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
．
原
稿
は
録
音

物
印
刷
物
等
に
す
る
齢
合
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
な
⑯
、
応
募
に
関
す
る
詳
細

は
、
N
H
K
新
潟
放
送
局
「
青
年
の

主
張
」
係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

｝　
（
電
話
〇
二
五
二
ー
四
七
ー
三
二

一
番
、
内
線
二
三
七
番
）

一

第
十
一

回
、
二
市
三
郡
陸
上
競
技

　
　
選
手
権
大
会
に
参
加

去
る
十
月
五
日
、
六
臼
町
備
等
学

当
村
か
ら
も
体
協
陸
上
部
長
、
高

譜
癖
論
篶
鑓
璽
艶
範
類
腿
評

お
こ
な
わ
れ
た
。

一
学
男
子
走
り
高
跳
に
お
い
て
、
田
沢

狩
猟
解
禁
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
故
の
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
、
倉
俣
駐
在
所

ラ
篶
羅
麺
欝
婦
藤
雛

と
お
り
。
本
年
に
入
っ
て
か
ら
猟
銃
・
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ぼ
ぜ
の
ぷ
　
ぎ
わ
か
ら
ヤ
　
　
に
　
　
　
　
に
　
る
と
　
タ
　
　
に
よ
る

よ
る
殺
人
毒
が
二
砦
義
し
て
謀
譲
が
多
く
発
生
し
警
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
す
れ
も
㎝
矢
先
の
確
認
と
銃
の
取
扱
い
に
つ
い

銃
の
俣
管
が
ル
ー
ズ
で
、
単
に
座
敷
㎜
て
は
、
十
分
ご
注
意
の
う
え
、
事
故

の
タ
ン
ス
の
上
に
放
置
し
て
あ
っ
た
｝
防
止
に
つ
と
め
て
下
さ
い
。

も
の
で
す
。
銃
の
保
管
に
つ
い
て
は
｝
　
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

◎
専
用
の
ロ
ッ
カ
ー
を
作
り
、
完
全
、
去
る
十
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

に
カ
ギ
を
か
け
て
、
本
人
以
外
は
持
』
の
十
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
交
通

ち
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
に
し
㎝
安
全
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
一
期
間
が
過
ぎ
て
も

中
学
校
の
村
山
元
春
君
が
一
位
（
一

、
・
五
五
麿
）
に
、
千
五
百
層
予
選
で

倉
俣
中
学
校
の
鈴
木
孝
幸
君
が
三
位

に
、
同
じ
く
倉
俣
中
学
校
の
滝
沢
千

代
一
君
が
四
位
に
入
賞
し
た
。

，
部
長
談
に
よ
れ
ぱ
ま
だ
く
す
な
翁

，
す
ぎ
る
、
い
ろ
く
の
大
会
に
出
て

場
な
れ
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
語
’
、

・
て
い
ま
し
た
。

＜賞状を手にした各選手＞

・
正
し
い
横
断
の
励
行
と
横
断
中
の

歩
行
者
保
護
の
徹
底

・
こ
ど
も
と
老
令
者
の
交
通
安
全
の

確
保

・
飲
酒
運
転
の
追
放

・
追
突
事
故
防
止
の
た
め
の
安
全
運

転
を
実
行
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

お
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
自
転
車
の
カ
ギ
か
け
運

　
動
と
登
録
の
推
進

・
カ
ギ
か
け
を
忘
れ
な
い

　
自
転
車
ド
ロ
ボ
ー
は
チ
ョ
ッ
ト
の

ス
キ
を
ね
ら
い
ま
す
。
自
転
車
か
ら

離
れ
る
と
き
は
、
ど
ん
な
短
時
間
で

も
必
す
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
の
防
犯
登
録
の
効
果

　
無
登
録
の
自
転
者
は
ド
ロ
ボ
ー
に

ね
ら
わ
れ
や
す
く
、
ま
た
拾
っ
て
届

け
ら
れ
た
場
合
で
も
持
主
が
わ
か
ら

な
い
た
め
、
返
せ
な
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を

ご
理
解
の
う
え
、
登
録
を
し
て
い
な

い
自
転
宙
を
お
持
ち
の
方
は
、
近
く

の
登
録
店
で
ぜ
ひ
防
犯
登
録
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
秋
の
農
繁
期
防
犯

・
忙
し
く
て
も
幼
児
か
ら
目
を
は
な

さ
す
に

　
去
る
十
月
五
日
午
前
八
時
四
十
分

こ
ろ
、
田
沢
地
内
の
国
鉄
飯
山
線
桂

踏
切
付
近
で
遊
ん
で
い
た
、
農
業
H

臼
さ
ん
の
二
男
M
ち
ゃ
ん
（
一
乙
は
長
、
野

行
上
り
急
行
「
野
沢
」
に
は
ね
ら
れ
即

死
し
た
。
ど
う
か
農
家
の
皆
さ
ん
大

切
な
お
子
さ
ん
を
等
る
た
め
に
、
ど

ん
な
に
忙
し
く
て
も
幼
児
か
ら
目
を

は
な
煮
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。


